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襲撃璽謹
陸上自衛隊では、 4月中の
実弾射撃をつぎのとおり行

ないます。

実施場所一池田射撃場

実施日程一 9日"'11日、
15 日 ~20 日、 22 日 ~27 日、
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乙
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と
じ
、
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い
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普通教室6教室と音楽と理科の特別教室2教室で

す。総工費=約2，020万円。

〔写真上J=りっぱに完成した福重小学校校舎
d戸山'ヘp、~町、山~、戸、I'-.J、~

; 
福重小学校の校舎が古くなりあぶなくなってい

ましたが、ことし2月新校舎が完成しました。

この新しい校舎は鉄筋コンクリート 2階建で、

プーノレ(旬、)ができ校舎(福重小)と
O 

しプこ
斗
寸
仇

いままで鈴団地区にはプールは

なく、 子供たちは小川や海で泳い

でいましたが、こと し2月鈴田小

学校にプールがで、きました。プー

ノレは長さ25メートノレ、 6コースで

シャワ 一、浄化装置をそなえ、プ

ーノレサイドには、 深さ50センチの

幼児用の小プーノレもあり 、小さな

子供もことしから安心して水泳を

楽しむことができます。

総工費=約387万円

写真右ー鈴田小にできたプール

~ 
マ
三
月
十
五
日
は
、
市
内
中

学
校
の
卒
業
式
で
し
た
。
こ

と
し
の
卒
業
者
は
全
部
で
約

千
三
百
名
、
こ
の
義
務
教
育

を
終
え
た
若
い
力
、

若
い
頭

脳
を
も
っ
青
少
年
は
、
更
に

進
学
し
、

就
職
し
て
巣
立
っ

て
ゆ
き
ま
し
た
。

マ
こ
の
う
ち
県
外
に
就
職
し

た
人
は
百
五
十
名
い
ま
す
。

主
な
就
職
先
は
、
名
古
屋
、

大
阪
、
北
九
州
地
方
で
大
村

を
遠
く
は
な
れ
た
と
ζ

ろ
で

す。マ
暖
か
い
家
庭
に
育
ち、

大

勢
の
友
人
と
楽
し
〈
過
し
た

故
郷
を
遠
〈
は
な
れ
て
、

都

会
で
生
活
し
働
〈
青
少
年
に

と
っ
て
都
会
生
活
の
き
び
し

さ
は
私
達
の
想
像
以
上
の
も

の
が
あ
り
ま
す
。

マ
郵
便
は
、
人
の
心
と
心
を

結
ぶ
虹
の
か
け
橋
で
す
。
故

郷
の
香
り
を
こ
め
、
あ
た
た

か
い
家
庭
の
匂
い
を
伝
え
る

愛
の
た
よ
り
で
、
き
び
し
さ

に
た
え
、

働
〈
青
少
年
を
慰

め
は
げ
ま
し
て
あ
げ
ま
し
ょ

v「
ノ
。



知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
私

達
の
口
の
中
に
入
っ
て
い
る

の
で
す
。

ま
た
、
最
近
の
赤
痢
は
大

腸
炎
、
食
中
毒
、
風
邪
な
ど

に
に
た
症
状
を
表
わ
す
こ
と

も
あ
る
た
め
、
診
断
の
困
雑

に
な
っ
て
き
た
と
い
わ
れ
ま

す。
特
に
、
小
さ
い
子
供
さ
ん

を
お
も
ち
の
お
母
さ
ん
が
た

は
、
赤
痢
を
出
さ
な
い
日
常

の
心
が
け
と
と
も
に
、
お
子

さ
ん
の
健
康
状
態
に
気
を
つ

け
、
異
常
が
あ
っ
た
場
合
は

早
〈
医
師
の
診
断
を
受
け、

学
校
、
保
育
園
な
ど
と
も
た

え
ず
連
絡
を
と
ち
赤
痢
集
団

発
生
の
防
止
に
と
協
力
く
だ

さ
い
。

予
防
に
は
、
手
洗
い
が
き

め
て
で
す
。
お
母
さ
ん
、
出
家

族
全
員
の
手
洗
運
動
を
起
し

ま
し
ょ
う
。
逆
性
石
け
ん
や

ク
レ
ゾ
ー
ル
液
を
使
う
と
効

果
的
で
す
。
生
の
ま
ま
用
い

る
食
品
は
十
分
に
確
か
め
て

か
ら
使
い
ま
し
ょ
う
。

場
合
に
は
、
四
月
十
固
ま

で
に
届
出
ま
し
ょ
う
。

マ
も
し
、
い
つ
ま
で
も
被
保

険
者
証
が
お
手
許
に
届
か

な
い
場
合
も
届
出
ま
し
ょ

h
F

円
ノ
。

マ
転
入
、
転
出
、
加
入
、
脱

退
な
ど
異
動
が
あ
っ
た
場

合
は
十
四
日
以
内
に
届
出

て
〈
だ
さ
い
。

マ
届
出
る
場
所
は
市
役
所
保

険
年
金
課
か
各
出
張
所
で

す。

ヘ
ー
ミ

f
k〈
国
民
健
康
保
険

f
ミ

~
被
保
険
者
証
を
切
替
え
一

一

病

院

に

か

か

る

と

き

は

必

ず

新

し

い

被

ヘ

J

保
険
者
証
を
持
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
o

m

(2) 

乙
れ
か
ら

日
一
日
と
暖

か
〈
な
り
行

楽
の
シ
ー
ズ

ン
を
迎
え
ま

す
。
=
一
月
に

も
十
日
現
在

で
三
名
の
赤

痢
患
者
が
発

生
し
て
い
ま

す
。
赤
痢
の

予
防
対
策
を

各
家
庭
で
十

分
に
立
て
ま
し
ょ
う
。

×

×

 

赤
痢
菌
は
必
ず
私
達
の
口

か
ら
体
の
中
に
入
り
ま
す
。

糞
便
に
混
っ
た
菌
は
私
達
の

手
や
、
食
品
や
水
な
芝
に
ま

ぎ
り
、
.
ハ
ヱ
、
、
ネ
ズ
ミ
、
ゴ

キ
ブ
リ
な
ど
の
足
に
つ
い
て

り大村市政だよ

』
』
叶
[
巨

て
討

町
務
連
絡
員
を
通
じ
て
配

付
し
ま
す
の
で
、
古
い
被

保
険
者
証
と
交
換
に
受
領

し
て
く
だ
さ
い
。

マ
被
保
険
者
証
を
受
け
取
っ

た
ら
、
家
族
の
氏
名
、
生

年
月
日
、
続
柄
な
ど
を
た

し
か
め
、
誤
り
が
あ
っ
た

現
在
使
用
し
て
い
る
国
民

健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
は

三
月
三
十
一
日
ま
で
で
使
用

で
き
な
〈
な
り
ま
す
。

四
月
一
日
か
ら
は
必
ら
ず

新
し
い
被
保
険
者
証
を
使
用

し
ま
し
ょ
う
。

マ
新
し
い
被
保
険
者
証
は
、

i
i車
の
片
側
通
行
|
|

片
町
か
ら
玖
島
町
ま
で

が
歩
道
整
備
工
事
の
た
め

片
側
通
行
と
な
り
ま
す
。

期
限

5
月
白
日
ま
で
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柔
道
の
昇
段
審
査

初
級
か
ら
三
段
ま
で
の
柔

道
昇
段
審
査
を
つ
ぎ
の
と
お

ち
行
な
い
ま
す
。

マ
日
時
三
月
二
十
七
日

午
後
一
時
か
ら

郡
中
体
育
舘

県
育
英
奨
学
生
を
募
集

!

ナ

!

お
し
ら
せ
コ

昭
和
四
十
三
年
度
の
長
崎

県
育
英
会
奨
学
生
を
つ
ぎ
の

と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

マ
募
集
期
間
三
月
二
十
日

か
ら
四
月
三
十
日
ま
で

マ
応
募
資
格
昭
和
四
十
三

年
大
学
(
短
大
を
除
〈
)

に
入
学
し
た
も
の
並
び
に

現
在
大
学
に
在
学
中
の
も

の
マ
手
続
市
教
育
委
員
会
事

務
局
に
出
願
書
類
が
あ
り

ま
す
の
で
、
く
わ
し
い
乙

と
は
事
務
局
に
お
た
ず
ね

〈
だ
さ
い
。

で
に
生
ま
れ
た
女
子

マ
試
験
の
内
容

公
務
員
と
し
て
必
要
な
一

般
知
能
と
教
養
に
つ
い
て

の
筆
記
試
験
、
身
体
検
査

な
ど

マ
試
験
の
期
日

三
月
三
十
一
日

マ
願
書
受
付
期
間

三
月
三
十
日
の
正
午
ま
で

な
お
、
〈
わ
し
い
こ
と
は

市
人
事
課
へ
お
た
ず
ね
〈
だ

さ
い
。

炊
事
婦
さ
ん
を
募
集

市
で
は
保
育
所
に
勤
務
す

る
炊
事
婦
さ
ん
を
つ
ぎ
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

マ
資
格

①
学
歴
は
間
い
ま
せ
ん
が
、

学
校
教
育
法
に
よ
る
中
学

校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有

す
る
者

②
就
学
児
童
以
上
の
二
J
三

人
の
家
族
構
成
で
保
育
所

に
住
込
可
能
の
者

③
昭
和
三
年
四
月
二
日
か
ら

昭
和
十
三
年
四
月
一
日
ま

× 

× 

マ
場
所

企 119番の電話は火災や交

通事故などによる事故が発

生したときそれを知らせる

場合だけしか使用してはい

けません。

企消防署は、火災などが発

生したとき災害の拡大防止

や鎮圧のため、災害現場と

無線連絡や指令発信など寸

秒をあらそう緊急で大事な

仕事をしています。

.... 119番はこのように緊急

で重要な役目をもっている

のです。火災、救急などの

発生を知らせる必外は、例

えば、火災状況の問合せな

どに119番を絶対使用しな

いで〈ださ t~o

119番は
火災や救急事故の

ときに使うものです

昭和43年3月20日
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保
母
さ
ん
を
募
集

、
市
は
市
立
保
育
所
の
保
母

さ
ん
を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

マ
受
験
資
格

①
学
歴
は
間
い
ま
せ
ん
が

学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等

学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を

要
す
る
ほ
か
保
母
の
資
格

を
有
す
る
者
ま
た
は
採
用

後
一
年
以
内
に
保
母
の
資

格
を
取
得
し
う
る
者

②
昭
和
二
十
年
四
月
二
日

か
ら
昭
和
二
十
五
年
四
月

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
女

昭和33年4月22日第三種郵便物認可り

ジフテリア{混合)

の予防接種

(3) 

百日咳、

子
③
市
内
に
居
住
す
る
者
ま

た
は
採
用
後
居
住
し
う
る

者
マ
試
験
の
内
容

公
務
員
と
し
て
必
要
な
一

般
知
能
と
教
養
に
つ
い
て
の

筆
記
試
験
、
身
体
検
査
な
ど

マ
試
験
の
期
日

三
月
三
十
一
日

マ
願
書
受
付
期
間

三
月
三
十
日
正
午
ま
で

な
お
、
〈
わ
し
い
こ
と
は

市
人
事
課
へ
お
た
や
す
ね
く

だ
さ
い
。

¥ 

電
話
加
入
権
を
公
売

市
税
滞
納
に
よ
り
差
押
え

た
電
話
加
入
権
を
次
の
と
お

り
公
売
し
ま
す
。
買
受
希
望

者
は
定
刻
ま
で
に
印
鑑
と
買

受
代
金
を
持

っ
て
と
参
集
く

だ
さ
い
。

マ
公
売
日
時
三
月
二
十
九

日

午

前

十

時

マ
公
売
場
所

収
納
課

マ
公
売
方
法
一

般
競
争
入

↓
小

マ
公
売
保
証
金
見
積
価
額

の
百
分
の
十

マ
代
金
納
付
期
限

b該当者

@第1期のもの(初回免疫者)=昭和42年6月

1日から昭和42年12月31日までに生れたもの

及び昭和42年12月31日以前K生まれた もので

まだ初回接種が済んでいないもの。

@第2期のもの(追加接種者〉ー初回免疫完了
後12カ月から18カ月?こったもの。

b接種要領

第1期 =3週間おきに3回接種

第2期=いずれかの自に1回接種

b料金無料

なお、 脚気、心臓、じんぞ う、呼吸器疾患、

胸腺淋巴体質の徴候あるものは接種前に医師と

十分と相談〈ださい。当日は母子手帳を忘れな

いように持ってきてください。

三
月
二

十

九

日

午

前
十
一
時

た
Y
し
公
社
の
譲
渡
承
認
が

え
ら
れ
な
い
場
合
は
売
却
を

取
り
消
し
ま
す
。

マ
公
売
物
件

①
電
話
加
入
権

大
村
局
二
七

O
三
番

⑧
電
話
加
入
権

大
村
局
二
四
一
一
番

③
電
話
加
入
権

大
村
局
二

O
一
五
番

④
電
話
加
入
権

大
村
局
二
四
一
六
番

⑤
電
話
加
入
権

大
村
局
二
三
七
八
番

接種 目

1旦旦!ユ旦旦一L3 @]旦
市 役 P.JT I A R 1 0 υ同刊口
福 重出張 所 I4月1日 I4月22日卜5月13日
竹松本町子E舘 IA R () n A R ()O 0 I 
松原出£所 I4月2日 4月23日月14日

諏訪公民舘 IAOOn  .，O'''n I 
萱瀬出張所 I4月3日:4月24日I5月15日
鈴 田出張所 I4月4日 :4月25日i5月15日三浦診 療所 I~fJ '::ll-l I ':t:.r.J {.HJ~ 

市立病 院 I 4月5日 I4月25日 1 5月17日

ペ

※時間はいずれも午後2時から 3時30分まで。

叩
ミ
リ
映
写
機
操
作
認

定
証
の
更
新
時
期
で
す

日
ミ
リ
映
写
機
操
作
認
定

証
の
有
効
期
限
は

三
月
三
十

日
で
す
。

市
教
育
委
員
会
で
取
り
ま

と
め
て
更
新
の
申
請
手
続
を

し
ま
す
の
で
認
定
証
を
持
っ

て
い
る
方
は
三
月
二
十
五
日

ま
で
に
市
民
会
舘
内
公
民
舘

事
務
室
ま
で
と
連
絡
く
だ
さ



(4) 

金
は
支
払
わ
れ
ま
せ
ん
が

道
路
上
で
傷
害
を
受
け
た

と
き
は
保
険
金
が
支
払
わ

れ
ま
す
。

③ 

険
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

り

〔
第
三
回
目
の
市
民
交
通
傷
害
保
険
講
座
で
す
〕

問
申
込
書
の
死
亡
保
険
金
に
な
り
ま
す
。

受
取
人
欄
に
記
入
し
な
い
問
テ
イ
ラ
ー
に
よ
る
事
故

場
合
は
ど
う
な
り
ま
す
か
で
傷
害
を
受
け
た
と
き
は

筈

死

亡

保
険
金
受
取
人
の
保
険
金
は
支
払
わ
れ
ま
す

記
入
が
な
い
場
合
の
死
亡
か

保
険
金
受
取
人
は
法
定
受
筈
田
、
畑
の
中
で
作
業
中

取
人
に
支
払
わ

れ

る

こ

と

の

傷
害
に
つ
い
て
は
保
険

間
保
険
金
の
請
求
手
続
に

つ
い
て
、
警
察
の
発
行
す

る
交
通
事
故
証
明
書
を
提

出
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お

り
ま
す
が
、
一
カ
月
未
満

な
ど
の
軽
傷
害
な
ど
に
つ

い
て
も
必
ず
提
出
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
か
。

答

原
則
と
し
て
は
警
察
の

よだ政市村4y

了
huTZv~?12iド山内訳
3
3
2
2

三
十
九
年
四
月
に
現
在
の
杭

i

i

j

~

二

;

二

一

権

三

為

d
z;
出
津
郷
に
新
築
移
転
し
た
。

主

一

線

欝

…

ん

、

，

.

こ

の

よ
う
に
社
会
情
勢
の

議
燃
は
悦

翻

盟

叩

川
大
村
公
共
職
業
安
定
所
た
。
そ
の
後
、

第
二
次
大
戦

変
化
に
と
も
な
い
、
そ
の
業

及
川
を
が

麟

臨

~

ん

が

激
し
〈
な
り
、
昭
和
十
九
務
内
容
も
変
っ
た
が
、
現
在

ぬ
hW
減収
一一い

臨

機

醜

い

~

満

州
事
変
、
日
華
事
変
と
年
三
月
、
国
民
勤
労
動
員
署

で
は
各
人
が
持
っ
て
い
る
能

率

一議
FJ
酒
類
遡
謹

~

…
時
局
が
進
む
に
つ
れ
、
昭
和
と
な
り
微
用
事
務
を
行
な
っ
力
に
あ
っ
た
職
業
を
あ
っ
せ

減税制
川ぷ
慣
れ
川
一
一一
機

麟

ゲ

ゲ
十
五
年
頃
よ
り
大
村
町
森
園

た

。

ん

し

、
産
業
に
あ
っ
セ
労
働

絞作
品川
後

zwー闘
機

い

V

郷
附
近
に
軍
需
工
場
の
建

設

終

戦

後

、
軍
需
工
場
の
閉

力
を
充
足
さ
せ
る
こ
と
を
白

紙ぺ
rf
kv

糸川
一一
一
必然…
一一一瞬

警

~

一
が
始
ま
り
、
第
二
十
一
海
軍
さ
に
よ
る
失
業
者
救
済
の
た
的
と
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
一がわ
かん
や
品川町山市内一
蹴

幽

圏

一

一
空
廠
も
設
置
さ
れ
て
、
県
内
め
昭
和
二
十
年
十
月
大
村
勤

失
業
者
に
は
失
業
保
険
を
与

品川

l
幣
す
偽
幽
闘

い

い
外
よ
り
ぞ
〈
ぞ
く
と
人
が
集

労
署
と
な
り
、
昭
和
二
十
三
え
な
が
ら
就
職
さ
せ
学
校

円川一統一がいいだ一一五万一
i
JJ

線

細

川

…
ま
り
職
業
紹
介
機
関
の
設
置
年
十
一
月
に
は
大
村
公
共
職
卒
業
者
、
炭
鉱
離
職
者
、
身

Jupi--
ス
ペijh
k
u

…ハハヘ…

酬
畷

一
が
必
要
と
な
っ
た
。
乙
の
労

業

安
定
所
ζ

な
り
、
そ
の
管

体
障
害
者
に
も
適
当
な
職
業

一
ι
1
bぷ
糊
湖

沼
需
要
に
対
応
す
る
た
め
昭
轄
も
大
村
市
と
千
綿
、
川
棚
を
与
え

る
ょ
っ
努
力
し
て
い

三

小

山

ん山繋

V

和
十
六
年
七
月
東
彼
杵
郡
五
下
波
佐
見
、
上
波
佐
見
な
ど
る
。

JiJKVLF
-
一…一一一一一一一ー
閥
鴫

九
町
十
一
カ
村
を
管
轄
区
域
と
一
市
三
町
二
カ
村
と
な
っ
た
所
長
l
今
里
等
氏

、
¥一¥
¥
一
一
一
際

仇
し
て
県
立
の
国

民

職

業

指

導

庁
舎
は
、
昭
和
二
十
九
年

職
員
数

1
二
十
名

¥一

¥¥¥γ
週

〉
所
が
杭
出
津
郷
に
設
置
さ
れ
西
三
城
に
移
っ
た
が
、
昭
和

自
動
車
で
航
送
船
を
渡

る
場
合
の
傷
害
に
つ
い
て

は
ど
う
な
り
ま
す
か

答

自

動

車
が
航
送
船
に
上

船
が
終
る
ま
で
の
事
故
に

よ
る
傷
害
に
つ
い
て
は
保

問
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ノ

、写

証
明
書
が
必
要
で
あ
り
ま

す
が
、
一
カ
月
未
満
の
傷

害
の
場
合
は
第
三
者
の
現

認
証
明
書
が
あ
れ
ば
請
求

の
手
続
き
は
で
き
ま
す
。

マ
新
入
学
児
の
ム

マ
心
の
準
備
と
ム

マ
身
の
ま
わ
り
ム

四
月
の
入
学
期
を
ひ
か
え

新
入
学
児
を
も
つ
お
母
さ
ん

た
ち
は
何
か
と
気
ぜ
わ
し
い

こ
と
で
し
ょ
う
。

幼
稚
園
に
か
よ
っ
て
い
た

お
子
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
よ

り
始
業
が

一
時
間
は
早
い
は

ず
で
す
か
ら
、
早
起
き
の
〈

せ
を
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
ま
た
、

自
分
で
で
、
さ
る

こ
と
と
お
母
さ
ん
が
手
伝
っ

て
や
る
こ
と
の
区
別
を
つ
け

て
、
幼
児
気
分
か
ら
一

年
生

ら
し
い
生
活
に
入
る
気
分
を

持
た
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

，円ノ

ま
ず
服
装
l
入
学
早
々
は

身
体
検
査
な
ど
が
あ
っ
て
ひ

と
り
で
着
物
を
ぬ
い
だ
り
着

た
り
す
る
機
会
が
多
い
は
ず

で
す
。
服
装
は
複
雑
な
デ
ザ

イ
ン
の
も
の
よ
り
、

簡
単
な

も
の
を
選
ん
で
あ
げ
ま
し
ょ

，
「
ノ
。

名
前
を
つ
け
て
あ
げ
る
ー

持
ち
も
の
は
大
小
に
か
か

わ
ら
ず
名
前
を

つ
け
て
あ
げ

ま
し
ょ
う
。
衣
類
も
同
様
で

す。教
科
書
に
お
お
い
を
か
け
る

場
合
は
、

す
き
と
お
っ
て
中

の
表
紙
が
す
け
て
見
え
る
材

料
を
使
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う

子
供
は
絵
が
ら
で
な
ん
の
教

科
書
か
を
判
断
し
ま
す
。

マ
国
民
年
金
の
納
期
と

届
出
の
義
務
ム

国
民
年
金
保
険
料
は
納
め

ら
れ
ま
し
た
か
?

3
月
は
自
信
度
の
最
後
の

月
で
す
。
国
民
年
金
の
保
険

料
を
納
め
て
な
い
方
は
す
ぐ

納
め
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
に
は
満
別
才
に

な
る
と
届
け
出
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
義
務
が
あ
り
ま
す

満

m才
に
な
っ
た
時
は
勤
め

て
い
る
人
も
い
な
い
人
も
必

ず
市
民
課
ま
た
は
出
張
所
で

届
け
で
て
く
だ
さ
い
。

、

~ 
‘ 


